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10mm の空洞を作りだし、強い浮力を生む。その葉脈構造をもとに、ガラス板 30 万枚を使











                                               





















ととなった。出展参加国は 34 か国で、141 日間という会期の中、平均入場者数は 43,000 人








                                               












































                                               





















（図 3）モホリ＝ナジ・ラースロー 《無題》 ライト・スペース・モデュレーター 1930 年   
 
                                               






























モホリ＝ナジの《ダブルループ》 （図 4）は 1946 年に制作された作品であるが、透過素材
のみを用いて、もはやモーターによる動きもなく光と空間を透過しているのみである。しか
しそこから、置かれた環境によって様々な印象に変化し、置かれた空間を意識させることが
                                               
10 井口壽乃監修 「視覚の実験室 モホリ＝ナジ/イン・モーション展」DIC 川村記念美術館 2011 年 








（図 4）モホリ＝ナジ・ラースロー《ダブルループ》 1946 年12  
                                               

























（図 5）多田美波《旋光》大阪国立国際美術館 1978 年 
                                               
13 多田美波 「多田美波」 平凡社 1990 年 





（図 6）多田美波《華》グランドプリンスホテル新高輪 1982 年  
 
 






（図 8）（図 9）クルト・シュビッタース「メルツバウ」ドイツ ハノーバー 1933 年15 
 









                                               
15  Karl Gerstner「Kurt Schwitters」Centre George Pompidou 1994 年 

































































































ケージの著名な作曲であり、無音の音楽として知られる《4 分 33 秒》によってその後サウ
                                               



























《4 分 33 秒》は、ケージによる作曲の翌年、1952 年にニューヨーク州ウッドストックに
おいて、ピアニストであるデヴィッド・チュードアによる初演が行われた。「4 分 33 秒」
は、休みを意味する。聴衆は、当初演奏者がいるにも関わらず、ピアノの前で TASET が連
続し、第１楽章は 33 秒、第２楽章は 2 分 40 秒が TACET（休み）、第３楽章は 1 分２0 が
TACET（休み）という全３楽章からなり、３楽章合わせて 4 分 33 秒という時間になる。初
演時にはま TACET はなかったということである。この曲のタイトルでもある、4 分 33 秒
という長さの要因は、トータル秒数にして 273 秒が、絶対零度のマイナス 273 秒であると
                                               



































                                               
19 佐々木敦 「4 分 33 秒」 日販アイ・ピー・エス 2014 年  























        
（図 13）（図 14） アルヴィン・ルシエ「Music for Solo Performer」1965 年21   
 
 
                                               






















（図 15）アルビン・ルシエ「I am Sitting in a Room」2014 年の再演23 
                                               
22 R.マリー・シェーファー 「世界の調律―サウンドスケープとはなにか」 平凡社 2006 年 































                                               
24 佐々木敦 「ex-music」 2002 年 河出書房 















（図 16）小杉武久 《Interspersion for 54 sounds》「目と耳のために」展 芦屋市立美術博物館 1980 年 
                                               





































（図 18）藤本由紀夫《Ears of Chair》東京都現代美術館 2007 年28 
  
                                               
27 藤本由紀夫, 《Ears of Chair》, ［ファーレ立川］, ウェブサイトより転載, 2018 年確認 






とだて）》シリーズ作品がある。《点音基地 in あざみ野》（図 19）、《点音基地 in あざみ野》
（図 20）、《点音基地 in あざみ野》（図 21）は、街のリスニングポイントを探し、地面に足
跡のような耳のピクトグラムを描く。 
 
   
























































































（図 22）カールステン・ニコライ 《ミルヒ》 2000 年 
 
  
（図 23）（図 24）カールステン・ニコライ 《ウェイヴ・バス》 2001 年 
 
                                               
30 池上高志、クリストファー・コックス、マーティン・ペッシュ、ハンス・ウルリヒ・オブリスト 金沢一志訳 「AUTO PILOT CARSTEN 


































































4.1 Tacit Organ 
















































（図 27）作品 《Tacit OrgansⅠ》 素材：ガラス管，ステンレススチール，マイクロスピーカー，AMP， 
W：1500mm D：1500mm H：2050mm ，2018 年 
 
 























































                                               






   













                                               



















（図 33）酸素バーナーによるガラス管成形作業 01    （図 34）酸素バーナーによるガラス管成形作業 02 
 










    



















   































   
（図 39）温度差により発生した歪み                        （図 40）歪みテスト画像 
 
 
   















   
（図 43）ブローホースと中空式スイベル    （図 44）コルク栓 












 （図 46）、（図 47）は、形成作業によって完成したガラス管による作品《Tacit OrgansⅠ》
の彫刻素材の一部である。 
 
    

















   












































   
（図 50）マイクロフォンによる身体音響の録音場所  （図 51）聴診器を使用した身体録音用マイク 
 
 










   





















（図 55）作品《Tacit OrgansⅡ》素材：ガラス管、ステンレススチール、マイクロスピーカー、サウンドシステム、  











（図 56） 作品《Tacit OrgansⅡ》側面１ 
 
 









（図 58）作品《Tacit OrgansⅠ》照明によるできる影１ 
 
 
（図 59）作品《Tacit OrgansⅠ》照明によるできる影 2 




























（図 61）違う経のガラス管による中空 2 重構造（側面） （図 62）違う経のガラス管による中空 2 重構造（小口面） 
 




抜き、もう片方の側も閉じることで、中空 2 重構造制作工程が完成する。 
 
   


















       
（図 65）PCによる可聴領域音除去工程（領域除去前）  （図 66）PCによる可聴領域音除去工程（領域除去後） 
      
（図 67）PCによるノイズ音抽出工程（領域除去前） （図 68）PCによるノイズ音抽出工程（領域除去後） 
 
  
                                               

























4.4 Tacit OrgansⅢ 
4.4.1 作品概要 



























（図 71）作品《Tacit Organs Ⅲ》素材：ガラス管、ステンレススチール、ハーフミラー強化ガラス、プロジェクター 
W:1200mm D:3000mm H:1800mm、 2018 年 
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